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出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 22 号 （2016 年 7 月）

よすみちゃん

第22号

★
夏
季
企
画
展

7
月
30
日（
土
）～
9
月
26
日（
月
）

「
出
雲
の
武
将 

塩
冶
判
官
高
貞

―
そ
の
実
像
と
虚
像
―
」

塩冶高貞供養塔（神門寺）

【 

入
場
無
料 

】

　

塩え
ん
や
た
か
さ
だ

冶
高
貞
は
、
出
雲
で
生
ま
れ
育
っ

た
南
北
朝
時
代（
お
よ
そ
七
〇
〇
年
前
）

の
武
将
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
塩
冶
高
貞
と

そ
の
一
族
に
つ
い
て
、
多
様
な
観
点
か

ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

後
世
の
人
び
と
が『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

な
ど
で
語
っ
た
「
高
貞
」
像
に
つ
い
て

も
考
え
ま
す
。

【
展
示
概
要
と
主
な
展
示
品
】

１　
「
塩
冶
高
貞
」
の
実
像
と
虚
像

　
『
太
平
記
』
に
は
、
高
貞
が
後
醍
醐

天
皇
や
足
利
尊
氏
に
従
っ
て
あ
げ
た
多

く
の
戦
功
や
、
謀
叛
の
疑
い
を
か
け
ら

れ
た
悲
壮
な
最
期
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、『
太
平
記
』
は
脚
色
さ
れ

た
軍
記
物
語
で
、
必
ず
し
も
実
際
の
高

貞
の
姿
を
伝
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
出
雲
で
は
、
高
貞
が
亡

く
な
っ
て
八
五
年
後
に
は
「
高
貞
社
」

に
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
塩
冶
氏
滅
亡

後
も
地
域
の
人
び
と
に
ま
つ
ら
れ
続
け

ま
し
た
。「
高
貞
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

○
『
太
平
記
』
巻
二
十
一

○
「
某ぼ

う
ま
さ
も
と
き
し
ん
じ
ょ
う

昌
本
寄
進
状
」（

富
家
文
書
）

２　
「
高
貞
」
と
そ
の
一
族
が
生
き
た

時
代  

― 

中
世
の
出
雲 

―

　

中
世
出
雲
を
支
配
し
た
塩
冶
氏
に
つ

い
て
、
そ
の
居
館
や
城
な
ど
、
具
体
的

な
支
配
の
様
子
は
明
ら
か
で
な
く
、
考

古
学
の
成
果
を
中
心
に
考
え
ま
す
。

○
築
山
遺
跡
出
土
青せ

い
じ
し
ゅ
か
い
こ

磁
酒
会
壺
な
ど

○
蔵
小
路
西
遺
跡
出
土
青せ

い
じ
そ
う
ぎ
ょ
も
ん

磁
双
魚
文

盤ば
ん

な
ど

○
出
雲
佐
々
木
塩
冶
古
志
之
系
図

（
影
写
本
）な
ど
関
係
史
料

３　

塩
冶
高
貞
の
生
涯

　

出
雲
市
出
身
の
画
家
・
平
野
勲
氏
が

描
い
た
イ
ラ
ス
ト
で
、
高
貞
の
生
涯
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

○
「
塩
冶
太
平
記
絵
巻
」

（
平
野
勲
氏
画
）

４　

後
世
の
人
び
と
が
描
い
た「
高
貞
」

　

江
戸
時
代
の
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
な
ど

で
は
、
赤
穂
浪
士
事
件
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
『
忠
臣
蔵
』
で
高
貞
を
モ
デ
ル
に

し
て
浅あ

さ
の
た
く
み
の
か
み

野
内
匠
頭
が
描
か
れ
ま
す
。
当

時
の
人
び
と
は
高
貞
を
ど
の
よ
う
に
語

り
、
描
い
た
の
で
し
ょ
う
。

○
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

○
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』

５　

今
に
残
る
高
貞
ゆ
か
り
の
史
跡

○
神
門
寺
・
塩
冶
高
貞
供
養
塔

○
浄
音
寺
・
塩
冶
氏
塔

○
宍
道
町
・
塩
冶
判
官
高
貞
之
碑

○
加
古
川
市
・
七
騎
供
養
塔

＊
展
示
構
成
は
一
部
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
関
連
講
演
会

【 

聴
講
無
料 

】

８
月
27
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
塩
冶
氏
と
中
世
出
雲
」

　
　
【
講
師
】
長
谷
川
博
史
氏

（
島
根
大
学
教
授
）

９
月
17
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
後ご

え
ん
や

塩
冶
氏
と
京
都
系
土
師
器
皿
」

　
　
【
講
師
】
髙
橋　

周
（
当
館
）

※
事
前
申
し
込
み
必
要
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発見された古文書

第22号

「
文
化
財
保
護
の
お
仕
事

　
　
　
　
　

～
仏
像
編
～
」

塩
冶
氏
の
館
は
ど
こ
か
？

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

★
特
集　

研
究
ノ
ー
ト
⑯
企
画
展

阿弥陀如来立像

築山遺跡で出土した

高級な陶磁器「酒会壺」の破片

　

今
夏
の
企
画
展
で
取
り
あ
げ
る
塩
冶

氏
は
中
世
の
出
雲
平
野
を
支
配
し
続
け

た
一
族
で
す
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て

は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
塩
冶
氏
の
館
は
ど
こ

に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
謎
を
め
ぐ
っ
て
は
、
上
塩
冶
町

築つ
き
や
ま山
地
区
と
塩
冶
町
高
西
の
浄じ
ょ
う
お
ん
じ

音
寺
境け
い

内だ
い

の
、二
つ
の
説
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
築
山
地
区
に
つ
い
て
は
、
塩
冶

氏
が
勧か

ん
じ
ょ
う請
し
た
と
さ
れ
る
八
幡
宮（
現

在
の
塩
冶
神
社
）と
「
高
貞
社
」
が
注

目
さ
れ
ま
す
。
高
貞
が
亡
く
な
っ
て

八
五
年
後
に
は
「
高
貞
社
」
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
、
八
幡
宮
と
と
も
に
塩

冶
氏
の
精
神
的
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
付
近
の
築
山
遺
跡
で
は
、

塩
冶
氏
が
支
配
し
た
時
期
の
複
数
の
館

に
関
わ
る
遺
構
や
高
級
な
陶
磁
器
が
見

つ
か
っ
て
い
て
、
考
古
学
的
に
も
塩
冶

氏
に
関
わ
る
館
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
浄
音
寺
は
後
塩
冶
氏
の
塩
冶

豊
高
の
開か

い
き基
と
伝
え
ら
れ
る
寺
院
で

す
。
境
内
に
は
大
き
な
土ど

る
い塁
が
残
り
、

そ
の
外
側
に
は
濠ほ

り

が
あ
っ
た
と
さ
れ
、

周
辺
に
は
約
一
〇
〇
ｍ
四
方
の
区
画
が

　

文
化
財
は
、
私
た
ち
の
国
や
地

域
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、
未
来
へ
つ

な
げ
て
い
く
と
て
も
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

そ
の
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め

に
、
調
査
・
指
定
・
保
存
・
公
開
と
い
っ

た
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

出
雲
市
内
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中

か
ら
、
仏
像
を
紹
介
し
ま
す
。
市
内
に

は
、
貴
重
な
仏
像
が
数
多
く
あ
り
、
指

定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
展
示
で
紹
介
し
て
い
る
仏
像

の
一
つ
に
、
出
雲
市
東
神
西
町
に
あ
る

十じ
ゅ
う
ら
く
じ

楽
寺
の
木も
く
ぞ
う
あ
み
だ
に
ょ
ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う

造
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
仏
像
は
、
鎌
倉
時
代
の

作
で
、
高
さ
９
０
．２
㎝
の
三
尺
阿
弥

陀
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
平
成
27
年
に

市
指
定
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。
島
根

県
内
で
、
県
・
市
の
指
定
を
受
け
た
三

尺
阿
弥
陀
と
し
て
は
6
例
目
、
出
雲
市

で
は
初
で
す
。

　

三
尺
阿
弥
陀
は
、
臨
終
に
際
し
て
枕

元
に
運
び
極
楽
往
生
を
祈
る
仏
像
で
す
。

十
楽
寺
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
、
表
面
の

所
々
に
金
箔
が
残
っ
て
お
り
、
元
は
金

色
の
仏
像
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、長
い
年
月
を
経
た
こ
と
で
、

か
な
り
傷
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

貴
重
な
仏
像
を
未
来
へ
残
し
守
っ
て
い

く
た
め
に
、
専
門
の
職
人
の
手
で
修
復

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
汚
れ
を
落
と
し
、

剥
が
れ
落
ち
た
漆
を
塗
り
直
し
、
欠
け

て
い
る
と
こ
ろ
を
新
た
に
補
う
な
ど
の

処
置
を
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
修
復
の
た
め
に
解
体
し
た

仏
像
の
中
か
ら
、
古
文
書
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
古
文
書
に
は
、
元
禄
7

年（
１
６
９
４
）に
行
わ
れ
た
修
復
の
記

録
が
書
か
れ
て
お
り
、
大
変
貴
重
な
も

の
で
し
た
。

　

今
回
の
修
復
記
録
は
、
仏
像
内
に
納

め
て
あ
り
ま
す
。
何
百
年
後
再
び
修
復

が
行
わ
れ
た
際
は
、
注
目
を
あ
び
る
こ

と
で
し
ょ
う
。　
　
　
（
安
部
百
合
子
）

現
在
も
確
認
で
き
ま
す
。
浄
音
寺
は
江

戸
時
代
に
現
在
地
に
移
転
し
た
と
さ

れ
、
考
古
学
的
な
調
査
は
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
塩
冶
氏
の
大
規
模
な
館
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

　

中
世
で
は
、
交
通
や
経
済
の
拠
点
で

あ
る
こ
と
も
館
を
置
く
上
で
重
視
さ
れ

ま
し
た
。
浄
音
寺
は
、
北
側
に
旧
石
州

街
道（
山
陰
道
）が
通
り
、
さ
ら
に
神
戸

川
に
も
近
く
、
交
通
の
便
に
優
れ
た
立

地
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
塩
冶
氏
の
館
を
め
ぐ
る

二
つ
の
説
は
、
い
ず
れ
も
可
能
性
が
高

い
も
の
で
す
。
塩
冶
氏
は
惣
領
家
を
中

心
に
、
複
数
の
庶
子
家
に
よ
っ
て
支
配

を
行
っ
て
お
り
、
館
が
複
数
存
在
し
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て

こ
れ
ら
の
館
跡
は
、
出
雲
平
野
を
支
配

す
る
上
で
機
能
ご
と
の
拠
点
と
し
て
置

か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
（
髙
橋　

周
）
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第22号

★
指
定
文
化
財
紹
介
⑭

★
書
籍
販
売
の
お
知
ら
せ

販
売
価
格
　
３
，
０
０
０
円

販
売
部
数
　
１
０
０
冊
限
定

購
入
方
法

○
直
接
購
入
の
場
合

　

当
館
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売

○
郵
送
で
の
購
入
の
場
合

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

電　

話 

２
１
‐
６
８
９
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
１
‐
６
６
１
７

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
雲
市
で
は
、
平
成
27
年
度

に
左
記
の
書
籍
を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
出
雲
市
内
の
各
図

書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

杉
沢
遺
跡
等
は
、
平
成
24
～
26
年
度

に
実
施
し
た
出
雲
斐
川
中
央
工
業
団
地

造
成
に
伴
う
発
掘
調
査
で
、
荒
神
谷
遺

跡
と
同
じ
時
代
の
集
落
や
、
古
代
山
陰

道
と
考
え
ら
れ
る
道
路
遺
構
が
見
つ

か
っ
た
遺
跡
で
す
。
こ
の
た
び
発
刊
し

た
報
告
書
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
成
果
を

は
じ
め
、
弥
生
時
代
の
集
落
遺
跡
や
古

墳
時
代
終
末
期
の
横
穴
墓
群
、
古
代
山

陰
道
に
つ
い
て
の
考
察
を
含
む
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
調
査

し
た
三
井
Ⅱ
遺
跡
の
瓦
窯
も
取
り
あ
げ

て
い
ま
す
。

　

出
雲
市
大
社
町
日
御
碕
に
あ
る
経ふ

み
し
ま島

は
、
ウ
ミ
ネ
コ
の
繁
殖
地
と
し
て
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ミ
ネ
コ
の
繁
殖
行
動
は
気
温
や
風

雨
な
ど
自
然
環
境
に
左
右
さ
れ
や
す
い

た
め
、
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
出
雲

市
で
は
毎
年
3
月
か
ら
5
月
に
か
け
て

ウ
ミ
ネ
コ
の
生
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
調
査
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
3
月
24
日　

飛
来
数
調
査

　

ペ
ア
と
な
っ
た
ウ
ミ
ネ
コ
が
縄
張
り

を
決
め
て
巣
作
り
を
す
る
た
め
、
経
島

に
定
着
す
る
3
月
に
、
ウ
ミ
ネ
コ
の
飛

来
数
を
数
え
ま
す
。

◎
飛
来
数
１
１
５
７
羽

（
昨
年
９
３
４
羽
）

■
4
月
22
日　

産
卵
数
調
査

国
指
定
天
然
記
念
物

　
『
経
島
ウ
ミ
ネ
コ
繁
殖
地
』

出
雲
市
の
文
化
財
報
告
　
第
31
号

「
杉
沢
遺
跡
・
杉
沢
Ⅱ
遺
跡
・

杉
沢
横
穴
墓
群
」

経島に飛来したウミネコ（3月）

ふ化したヒナ（5月）

卵を抱く親鳥（4月）

平成27年度発刊『出雲市の文化財報告』

「立岩小丸砦跡」 一般県道三刀屋佐田線朝
原 2 工区道路改良工事に伴う埋蔵文化財
発掘調査報告書（第 29 号）
　平成 26 年度に佐田町地内で実施した埋
蔵文化財調査の報告書。当初想定していた
中世山城跡・砦跡としての積極的な根拠は
見いだせなかったが、古代から近代にかけ
ての幅広い時期の遺物が確認された。

シンポジウム記録集「古代山陰道」を考える
－杉沢遺跡道路遺構発見の意義－（第30号）
　平成 27 年 2 月に開催したシンポジウム
の記録集。杉沢遺跡や青谷上寺地遺跡（鳥
取県）の古代の道路遺構の事例発表のほか、
全国的な事例から見た杉沢遺跡の評価、今
後の整備や活用に向けた提言を集約した。

　

産
卵
は
例
年
4
月
中
旬
頃
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
産
卵
数

調
査
を
し
ま
す
。
調
査
で
は
4
㎡
区
画

×
85
＝
３
４
０
㎡
を
対
象
と
し
、
1
つ

の
巣
に
何
個
の
卵
が
あ
る
か
数
え
、
産

卵
の
進
み
具
合
を
確
認
し
ま
す
。

◎
産
卵
数
３
３
９
個（
昨
年
４
０
２
個
）

■
5
月
20
日　

ふ
化
数
調
査

　

卵
は
雌
雄
が
交
代
で
抱
卵
し
、
約
25

日
で
ふ
化
し
ま
す
。
産
卵
調
査
か
ら
1

月
後
に
ふ
化
し
た
ヒ
ナ
の
数
と
未
ふ
化

の
卵
を
数
え
ま
す
。

◎
ふ
化
数
8
羽（
昨
年
７
９
７
羽
）

◎
残
卵
数
４
９
５
個（
昨
年
１
２
９
個
）

　

今
年
の
調
査
で
は
、
気
温
が
低
い
日

が
多
く
、
暴
風
雨
の
影
響
も
あ
り
、
産

卵
は
過
去
最
少
で
、
ふ
化
数
も
か
な
り

少
な
い
状
況
で
し
た
。
5
月
の
調
査
時

点
で
も
多
く
の
残
卵
数
が
あ
り
、
繁
殖

時
期
が
全
体
的
に
遅
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
れ
ば
ふ
化
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
か
わ
い
い
ヒ
ナ
で
経

島
が
賑
や
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
柳
樂
雅
重
）
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●入館料 / 無料

●開館時間 / 9：00～17：00（入館は16：30 まで）

●休館日 / 火曜日（祝日の場合は翌平日）・年末年始

第22号
「
将
棋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

　

7
月
31
日
（
日
）

「
プ
ロ
棋
士
指
導
対
局
」

　
　

9
時
～
12
時

　

指
導
棋
士　
大
石
直
嗣 

六
段

　
　
　
　
　
　

長
谷
川
優
貴 

女
流
二
段

「
第
6
回 

里
見
香
奈
杯
争
奪

出
雲
弥
生
の
森
ジ
ュ
ニ
ア
将
棋
大
会
」

　
　

13
時
～
17
時

　

参
加
は
、
い
ず
れ
も
事
務
局
へ
の
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

7
月
6
日（
水
）必
着

（
見
学
は
自
由
で
す
。）

お
問
合
せ
：
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

【
電
話 

２
１
‐
７
５
８
０
】

★
博
物
館
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

★
館
長
講
座 

予
告

★
博
物
館
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

★
館
長
コ
ラ
ム
⑱

　

明
治
時
代
に
、
山
口
県
の
有
名
な
鍾

乳
洞
「
秋
芳
洞
」
を
調
査
し
て
海
外
に

紹
介
し
た
英
国
人
が
い
た
、
と
い
う
話

を
Ｋ
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
名
前
は

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
。
音
楽

家
で
も
あ
り
、
山
田
耕
筰
の
姉
と
結
婚

し
て
若
き
日
の
耕
筰
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
人
物
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
突
然
60
年
余
り

前
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
東
京

に
い
た
小
学
生
の
と
き
、
私
は
ガ
ン
ト

レ
ッ
ト
と
い
う
老
紳
士
に
英
語
を
習
っ

て
い
た
の
で
す
。
先
生
が
体
調
を
崩
さ

れ
る
ま
で
の
短
い
期
間
で
し
た
が
。

　

過
日
、
私
は
幼
い
日
の
記
憶
を
た

ど
っ
て
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
先
生
の
家
が

あ
っ
た
場
所
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
今
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人

矯
風
会
の
本
部
ビ
ル
が
建
っ
て
い
ま

す
。
本
部
を
訪
ね
て
話
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
か
つ
て
そ
の
場
所
に
住
ん
で
い
た

ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
先
生
の
奥
様
が
山
田
耕

筰
の
姉
で
あ
り
、
彼
女
は
矯
風
会
の
中

心
的
活
動
家
だ
っ
た
こ
と
を
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
Ｋ
さ
ん
の
言
う
ガ
ン
ト
レ
ッ

ト
と
私
の
知
っ
て
い
る
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト

は
、
間
違
い
な
く
同
一
人
物
だ
っ
た
の

で
す
。

　

ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
は
明
治
23
年
に
宣
教

師
と
し
て
来
日
し
、
日
本
各
地
の
学
校

で
英
語
、
ラ
テ
ン
語
、
さ
ら
に
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
を
教
え
た
だ
け
で
な
く
、
速
記

や
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
も
教
え
た
多
才
で

偉
大
な
教
育
者
で
し
た
。
英
国
王
立
地

理
学
会
の
会
員
で
も
あ
り
、
秋
芳
洞
の

調
査
の
ほ
か
自
然
景
観
の
保
全
に
も
力

を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
は
晩
年
、
夫
人
が
幹

部
だ
っ
た
矯
風
会
の
所
有
す
る
土
地
に

住
み
、
近
所
の
子
供
に
英
語
を
教
え
て

過
ご
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
私
は
、
ガ
ン

ト
レ
ッ
ト
の
最
後
の
教
え
子
だ
っ
た
の

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
渡
邊
貞
幸
）

　

第
１
回　

9
月
10
日
（
土
）

　
　
「
考
古
学
と
御
雇
外
国
人
」（
仮
）

　

第
２
回　

11
月
12
日
（
土
）

　
　
「
考
古
学
と
お
墓
」（
仮
）

　

第
３
回　

1
月
14
日
（
土
）

　
　
「
考
古
学
と
戦
争
」（
仮
）

　
【
講
師
】
渡
邊
貞
幸（
当
館
館
長
）

　
●

時
間 

14
時
～
16
時

　
●

受
講
料 

３
０
０
円 

●

定
員 

80
名

　

博
物
館
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
で
す
❀

　

春
の｢
出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
１
６
」

で
は
出
雲
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
ご
協
力
を

得
て
今
話
題
の
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
、
出

雲
王
の
墓
「
よ
す
み
」
を
空
撮
し
、
ラ

イ
ブ
映
像
を
来
館
者
の
み
な
さ
ま
に
満

喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

博
物
館
か
ら
飛
び
た
っ
た
ド
ロ
ー
ン

は
、
史
跡
公
園
上
空
を
飛
行
し
た
後
、

無
事
に
博
物
館
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
撮
影
日
和
。
鮮
や
か

な
映
像
と
感
動
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
だ
さ
れ
た
「
よ

す
み
」
の
映
像
は
大
好
評
で
し
た
。
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
た
弥
生
の
森
Ｐ
Ｒ
動
画

は
、
当
館
Ｈ
Ｐ
の
「
動
画
配
信
」
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
西
谷
の
丘
を
ド
ロ
ー
ン
が
飛
ぶ
！
」

「
弥
生
の
森
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

9
月
22
日
（
木
・
祝
）
18
時
～

　

秋
の
一
夜
、
お
月
見
と
素
敵
な
演
奏

で
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。　
　
（
弥
生
の
森
お
お
つ
主
催
）

前
売
券　

５
０
０
円

当
日
券　

７
０
０
円

 （
中
学
生
以
下
無
料
）

8
月
上
旬
か
ら
発
売
予
定
。

お
問
合
せ
：

　
　
　

大
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
電
話 

２
１
‐
０
１
７
２
】


